
 
 

 

銀行名 八十二銀行 

タイトル 地域ブランド化による地域経済循環効果創出事業支援 

取組み内容 

１．概要 

（１）背景 

ア．山形村は長野県中部の松本盆地に位置し、標高約 700m の冷涼で寒暖差大き

い気候を活かした農業地帯。 

 イ．26年 1月に構造改革特別区域(特区)申請を行い、3月に「信州山形ワイン特

区」として認定。 

 ウ．上記イにより、特区内で生産された果実を原料として果実酒を製造しようと

する場合、酒税法に定められている最低製造数量基準が 6キロリットルから

2 キロリットルに緩和され、小規模事業者の参入が容易になり、6 次産業と

して地域の活性化につながることが期待される。 

（２）事業概要 

 ア．地元事業者 Aが「信州山形ワイン特区」を活かしたワイン醸造施設での雇用

創出のほか、観光産業との連携により、地域経済の好循環に繋げていくこと

を計画。 

イ．ワインの原材料として山葡萄の品種「ヤマ・ソービニオン」を使用すること

を検討。当該品種は色素が濃厚で酸度が高く、渋みも強いといった特徴ある

ブドウで、冷涼な気候の山形村で栽培することで、更に特徴が際立つ。 

ウ．この特徴ある山形村産のブドウを村内で醸造し、「山葡萄ワイン」を地域ブ

ランド商品として定着化を図るために、長野県、山形村、松本大学、山形村

商工会、八十二銀行等が支援のラウンドテーブルを形成し、事業計画の策定

を支援。 

エ．事業化以降は、観光客が利用する村内および近郊の飲食施設や宿泊施設等で

の販売により観光産業との一体的な効果の創出を目指していくもの。 

 

２．支援内容 

（１）醸造設備購入にあたり、当行からの資金調達以外に、総務省の「地域経済循

環創造事業交付金」の利用を検討。当行では申請時における事業計画段階か

らサポートし、採択を受けた。 

（２）また、当行融資についても当該交付金の趣旨に則り、担保や保証に依存しな

い、事業キャッシュフロー主体の対応を実施。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

銀行名 八十二銀行 

タイトル 観光まちづくりモデル構築による観光地の面的活性化へ向けた取組み 

取組み内容 

１．観光活性化ファンドの概要 

（１）名称 「ＡＬＬ信州観光活性化投資事業有限責任組合」 

（以下「ＡＬＬ信州観光活性化ファンド」） 

（２）設立日 27 年 3月 31 日 

（３）ファンド金額 1,200M 

（４）出資者 

ア．GP：REVIC キャピタル、八十二キャピタル 

イ．LP：REVIC、八十二銀行、長野銀行、長野県信用農業協同組合連合会、長

野県信用組合、長野信用金庫、松本信用金庫、諏訪信用金庫、飯田信

用金庫、上田信用金庫、アルプス中央信用金庫（各出資比率は非公表） 

（５）ファンド期間 約 7年間（効力発生日から 34年 3月末日まで） 

 

２．取組の経緯 

（１）長野県の主力産業の 1つである観光業の面的活性化を目指し、湯田中・渋温

泉郷や志賀高原を有する山ノ内町をモデル地区として取組みに着手。 

（２）26 年 4 月、山ノ内町地元有志がまちづくり会社「WAKUWAKU やまのうち」を

設立。当行は事務局としてリードしてきたが、人材、資金面の不足により活

動が小規模に留まる懸念があり、㈱地域経済活性化支援機構（以下「REVIC」)

へ相談。 

（３）山ノ内町での取組みを加速し、後の県内全体への展開を図るため、26 年 10

月に REVIC と「『長野県における観光による地域活性化』に関する連携協定」

を締結。県内の観光活性化のために「まちづくり会社」を活用した「仕組み

づくり」（観光まちづくりモデル）の構築を目指し、既に取組みに着手して

いた山ノ内町をパイロット地域に選定し、具体的な取組みの検討を開始。 

（４）27年 3月、観光消費額等の増大を図る「観光まちづくりモデル」※の構築、

および地域経済・雇用を支える観光産業の発展に向けた取組支援、創業支援

リスクマネー供給を目的に、当行が中心となり REVIC および長野県内地域金

融機関が出資する「ALL 信州観光活性化ファンド」を設立（総額 1,200M）。 

※「まちづくり会社」が中心となり、観光地における事業の新陳代謝を促す

ための創業支援や観光活性化の「きっかけ」となる案件を企画・運営する

ことを「観光まちづくりモデル」と定義。 

 

３．取組み状況 

（１）27 年 3 月 ALL 信州観光活性化ファンドの創設後、「観光まちづくりモデル」

の司令塔となる、まちづくり会社「WAKUWAKU やまのうち」の組織体制の再構

築（地域の若手人材登用など）および投融資に向けた具体的案件について検

討のうえ、27年８月に第１号案件投融資を実行。 

（２）まちづくり会社による事業立案、計画策定の支援、地域の若手人材育成など

REVIC と連携しながら地域の現場へ入って取組んでいる。特に異なる利害関

係を持つ地域間、事業者間、行政機関等の調整を行うコーディネーター役と

しても能動的に関与。 

以 上 
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１. ファンドストラクチャー

*１：GP（無限責任組合員）…ファンド運営会社 *2：LP（有限責任組合員）…ファンド主要出資者
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ファンドを通じた「産官学金」連携により、地域活性化を目指す。
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２. ファンドによる観光まちづくり事業全体スキーム

街並み

八十二銀行等長野県内地域金融機関 ・ REVIC

個別事業者・テナント
（宿泊、飲食、物販、等）

観光まちづくり運営会社
（ 例：WAKUWAKUやまのうち）

ALL信州観光活性化ファンド

観光不動産所有・管理会社

ファンド組成

投融資

投
融
資不動産賃貸借 不動産賃貸借

事業展開 事業展開

投
融
資

運
営
サ
ポ
ー
ト

外国人顧客 日本人顧客 地域住民

所有

運営



 
 

 

銀行名 八十二銀行 

タイトル 「八十二の森」活動の実施 

取組み内容 

１．概要 

（１）当行のふるさとの森である長野県の森林を守るため、21年より「八十二の森」

活動を実施。 

（２）長野県内５ヵ所の「八十二の森」活動拠点で、職員による森林整備活動を実

施。 

（３）26年度は、10回の活動に延べ 923 名の役職員・家族が参加し、下草刈り、

間伐、植樹、食害防止ネット巻等を実施。 

 

２．目的 

  森林整備活動を通じ、ふるさとの森林を守るとともに森林による CO2 吸収効果

を高め、地球温暖化防止に貢献してまいります。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

銀行名 八十二銀行 

タイトル 環境ボランティアの実施 

取組み内容 

１．概要 

（１）当行は従来から「環境ボランティア活動」を積極的に実施。 

（２）26年度は、各地で行政・NPO 主催の森林整備、特定外来生物駆除、清掃活動

などの環境ボランティアに延べ 4,407 名の役職員が参加。 

（３）26年度からは、生物多様性保全活動の一環として、特定外来生物「アレチウ

リ」の駆除ボランティアを実施。また、7～9月にかけて、小諸市・駒ヶ根市

において合計 3回のボランティアを実施し、延べ 67名の役職員が参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

銀行名 八十二銀行 

タイトル 環境教育の実施 

取組み内容 

１．概要 

（１）当行は地域社会の未来を担う子供たちへの環境教育を実施。 

（２）これまでに長野県内外の小学生約 1,000 名に対し、当行独自に Kids’ISO プ

ログラムの実施を支援。 

（３）20年度からは長野県の「キッズ ISO プログラム事業」に協力し、ワークブッ

ク購入資金の支援を実施。26年度は小学生延べ 258 名の環境教育を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

職員の子どもに対して環境教育を実施 

 

職員の子どもが Kids’ISO初級編国際認定証を授与 



 
 

 

 
 

銀行名 八十二銀行 

タイトル 地域貢献に関する取組（金融経済教育への取組） 

取組み内容 

１． 小学校 

本部にてお金の役割についての講義や札勘定等の簡単な業務を経験する、職場

体験学習を実施 

 

２． 中学校・高等学校 

（１）営業店で職場体験学習を実施。実際の業務を 1～2日間で体験する。 

（２）高等学校ではエコノミクス甲子園を開催。開催前に参加者向けに各校へ行員

が出向き、金融経済の講義を実施。 

 

３． 大学 

信州大学経済学部にて、「地域活性化と金融」をテーマに、法人部副部長が当行

の取組を解説する講義を実施。 

以 上 


